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アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・新規の口腔ケアアプリケーション、歯周病医
薬開発に興味がある研究者・企業の方
・ドラッグデリバリーシステムの開発につなが
る技術をお持ちの研究者・企業の方

歯周病治療への臨床応用を見据えたトランス
レーショナルリサーチを推進しています。付加
価値機能ペプチドの歯周病以外の疾患における
応用が期待されます。

歯周診断・再建学分野 https://niigata-perio.jp/
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歯周病ペプチド医薬の研究開発

医歯学総合病院 講師

野中 由香莉 NONAKA Yukari

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

歯周病は世界で最も感染者の多い細菌感染症で
あり、歯牙喪失の主要な原因です。歯周病を予
防・治療することは、咀嚼機能維持による日常生
活動作（食事・更衣・排泄・入浴）レベルの改善
や誤嚥性肺炎の予防につながり、高齢者フレイル
の予防にも有効です。我々は、コメから得られた
天然ペプチドなどを材料として、どのライフス
テージにおいても安全かつ簡便で習慣的に利用で
きる口腔ケアアプリケーションの開発を目指して
います。ペプチドが有する多機能性に着目し、抗
菌活性や抗炎症作用など多方面から解析を行い、
歯周病予防・治療への有効性について検討を行っ
ています 。
さらに、個々の検査・診断や症状・疾患ステー
ジに対応する次世代型パーソナライズドペプチド
医薬の開発を目指して、これらのペプチドの機能
強化やドラッグデリバリーシステムの改良につい
て研究を進めています。歯周病に有効な狭域スペ
クトル抗菌医薬の開発は、検査に基づいたペプチ
ドカクテル療法などの個別医療を可能にするだけ
でなく、歯科治療に用いる既存抗微生物薬の使用
削減につながることで世界が直面する課題である
薬剤耐性（AMR）の増加に対抗する手段となる
ことが期待されます。
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